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　県環境技術センターは、 3月20日に開催した理事会
で幹部職員人事を承認し、 4月 1日、平成最後となる
事務局の人事異動を行った。
　まず、専務理事兼事務局長の川人誠司氏が平成30年
度末で定年退職を迎えたことから、事務局長を退任し、
今後は総務部の嘱託職員（再雇用）として残ることと
なった。後任の事務局長には、センターの事業全般に
精通しており、職員も信頼を寄せている事務局次長の
杢保恭章氏が 4月 1日付けで昇格、併せて専務理事に
就任することになった。
　なお、杢保事務局次長の後任には、センターの人事
史上初となる県からの出向者（ 5月 1日付で県土整備
部現役職員の派遣）を迎える予定となっている。
　総務部では、事務局の組織運営能力を補強するため、

会員・職員の信望が厚く、優れた事務処理能力を有す
る前検査部長の藍原芳典氏を総務部長に起用した。ま
た、エコアクションをはじめ各種事業の企画・運営で
高い能力を発揮している新川学係長が課長補佐に昇進
した。
　検査部では、藍原検査部長の後任に、各種事業の推
進で実績を上げている宮内浩二検査副部長が昇格、ま
た未受検者の掘り起こし等を積極的に行い受検率向上
に貢献した黒川裕文課長補佐が検査第 2課の課長に、
精度管理など法定検査の内容・質の向上で評価の高い
富﨑信也係長が課長補佐に、検査部内の連絡調整で持
ち前のコミュニケーション能力を存分に発揮している
淵本圭亮係長が総合調整室長にそれぞれ昇進した。
　会員企業との連携や支援を目的とする事業企画推進
部では、市町村型浄化槽のPFI事業や維持管理一括契
約制度の普及促進で実績を上げている川原浩二課長が
事業企画推進部長に昇格した。
　その他、事務局の異動（昇進）は次のとおり
《総務部》　総務課情報管理係主任　　大石　　恵
《検査部》　検査第 1課第 1係主任　　小泉　允人
　　　　　検 査 第 3 課 主 任　　阿部　秀男

女性管理職の割合は10.8％で昨年度比0.6％増となり、
東部県税局長・県土整備部次長など部長級に初めて女
性を登用した。
　これで係長以上の女性職員は前年度より20人増えて
397人となり、目標の13.6％に届かなかったものの、過
去最多となった。
　尚、センター関係の主な人事は次のとおり

　徳島県は 4月18日、2019年度の定期人事異動を発令
した。
　 4月に知事選があったため、例年より 1ヶ月遅い、
5月 1日付の人事異動となった。
　課長補佐級以上で異動するのは637人（昨年度対比13
人増）で異動の規模は中規模となった。
　センター関連の異動では、県土整備部長に北川政宏
同部副部長を、東部保健福祉局長に川村章二県立総合
大学校本部長を、南部総合県民局長に岡田徹同局副局
長をそれぞれ起用した。
　尚、県が本年度上半期に策定する「汚水処理推進戦
略」に基づき、浄化槽のさらなる設置推進や施工及び
維持管理の適正化を図るためには、県行政と業界との
連携強化が不可欠であることから、センターは今回初
めて県から派遣人事を受け入れることとなり、 5月 1
日より県土整備部付の久米正浩氏が事務局次長として
着任する。
　また、今回の異動で課長級以上の全管理職に占める

（敬称略）

※緑字は新しく就任した方

□　県土整備部長
　　　　　　副部長
　　水・環境課長
　　　　　　副課長
　　住宅課建築指導室長

北　川　政　宏
谷　本　悦　久
三　好　一　生
河　野　　　寛
高　島　　　浩

□　東部保健福祉局長
　　徳島保健所副局長
　　　　　　　課長
　　吉野川保健所副局長
　　　　　　　　課長

川　村　章　二
中　川　洋　一
林　　　修　三
郡　　　尋　香
小　川　恭　子

□　南部総合県民局長
　　保健福祉環境部長
　　　　　　　　次長
　　環境担当主査兼係長

岡　田　　　徹
板　東　俊　夫
岩　佐　博　司
氏　師　　　毅

□　西部総合県民局長
　　保健福祉環境部長
　　　　　　　　副部長
　　環境担当課長

秋　川　正　年
東　條　洋　士
坂　本　正　志
尾　﨑　宏　美
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浄化槽施工マニュアルの徹底等
県に要望書提出

全浄連が説明会開催

2019 年度

省エネ型浄化槽システム導入事業

　県環境技術センターは、平成31年 4 月 9 日、県水・
環境課長宛に、直面する諸問題についての要望書を提
出した。
　当日は、センター正副会長ほか理事 7名が県庁水・
環境課を訪問し、吉村会長が、直接三好課長に手渡し
た。
　要望内容は次のとおり
①　「設置届出書の受付に係る下請け業者の取り扱い
について」
②　「徳島県浄化槽施工マニュアルの徹底について」
③　「浄化槽法を遵守しない維持管理業者への対処に
ついて」
　現在徳島県の浄化槽業界での懸案事項となっている
上記 3点についての要望を行った。
　まず①の下請け業者の取り扱いに関しての要望内容
については、浄化槽工事業は、県知事への登録が必要
である（法第21条）ことから、下請業者も浄化槽設備
士名だけではなく、登録を受けた工事業者名を記載す
るよう、取扱いの厳格化を求めたものである。
　②の施工マニュアルの徹底については、今年度から
徳島市が国庫補助の対象から新築物件を除外したこと
に伴い、工事写真を含む実績報告書が提出されなくな
ることから、同マニュアルが徹底されず、粗悪な工事
の横行が懸念されるため、その対策を求めたもの。
　③の浄化槽法を遵守しない維持管理業者への対処に
ついては、県内の某保守点検業者が、自身のところで
点検を実施すれば、清掃間隔が延長出来ると広告を
行ったことに対して、登録を所管する県として、厳罰
を含め、毅然とした対応を求めた内容。
　いずれの要望に対しても、三好課長は、水・環境課
で十分に検討を行い、それぞれの要望に対して、明確
な対応策を示す旨回答した。
　下水道の普及率が低い徳島県において、浄化槽が担
う役割は非常に大きなものがある。その浄化槽も、適
正な施工・維持管理があってはじめて、所期の性能が
担保される。今回要望した内容は、浄化槽の根幹に関
わる問題であることから、今後も県に対して適切な対
応を求めていく予定である。

　平成31年 4 月 3 日㈬、ホテルグランドヒル市ヶ谷に
おいて、2019年度二酸化炭素排出抑制対策事業費等補
助金（省エネ型浄化槽システム導入推進事業）の説明
会が開催され、会員47団体から約70名が参加した。
　この事業は、環境省が実施している事業で今年で 3
年目となる。
　まず事業の執行団体である、一般社団法人全国浄化
槽団体連合会（以下全浄連）の上田会長が開会挨拶を
した後、環境省・浄化槽推進室の松田室長から「2019
年度の浄化槽関係予算について」説明があった。
　続いて、全浄連の昇浄化槽推進部長が過去 2年間の
事業実績報告及び2019年度事業の概要について説明、
最後に担当の杉浦氏が補助金交付申請の手続方法のポ
イントについて説明した。
　今年度の事業は、予算額が昨年度の16億円から20億
円に大幅にアップされている。
　また、補助対象も、Type2の本体交換工事の対象が、
昨年度の101人槽以上の旧構造基準の浄化槽から、平成
12年 3 月までに設置された60人槽以上のブロワ付き浄
化槽（エネルギー効果が高いと見込まれるもの）に拡
大されている。
　さらに、手続方法についても、交付申請書等がType1
とType2の様式が統一され、添付書類等も簡素化され
ている。
　今回変更された、手続についての主な変更点は次の
とおりである。
①　交付申請書等の様式がType1とType2で統一され
ている。（計算書等一部除く）
②　交付申請に関する受付機関が各県協会に変更され
ている。
③　紙媒体の提出部数は正本 1部、副本 1部となった。
④　電子ファイルは各県協会と全浄連へ送信が必要
⑤　添付書類も経理状況証明書等が履歴事項全部証明
書及び納税証明書等に簡素化されている。等
　尚、手続等詳細については、パンフレットが揃い次
第、できるだけ早い時期に説明会を開催する予定であ
る。

⑵ 令和元年 5月 15 日 み ど り 第 469 号



検査機関全国会議開催

那賀町
浄化槽 協議会らくらくあんしん

神山町

当面する諸問題を協議
推進協議会きれいな水

づくり

　公益財団法人日本環境整備教育センターは、 2月26
日に「平成30年度浄化槽の法定検査に関する全国会議」
を開催した。この会議には、47都道府県から53機関73
名が出席、徳島県からは、河本検査課長と田中課長補
佐が参加した。
　この全国会議は、先に環境省からの業務請負により
教育センターが全国の検査機関に実施したアンケート
結果に基づく情報提供と意見交換を目的に、教育セン
ターの主催により開催され、今回で 7回目となる。
　まず初めに、環境省浄化槽推進室担当者から、浄化
槽行政の最近の動向についての説明があり、引き続い
て教育センターからアンケートの調査結果が報告され
た。
　浄化槽の機能異常の際の改善方法に関する調査では、
昨年までの課題であった、水質悪化を伴う異常が認め
られた場合の改善策について、事例集を作成している
との報告があった。
　また、11条検査で異常が認められた際の関係者への
情報提供が、異常の早期改善には効果的であると報告
された。
　浄化槽台帳整備への指定検査機関の関与に関する調
査では、台帳整備に関与しているほうが、受検率が高
い傾向となったことが報告された。
　維持管理技術向上のために業者等へ情報提供を行っ
ている指定検査機関は全体の70％であり、そのうち半
数の検査機関では複数の取り組みを行っていた。
　取り組みの効果としては、維持管理技術の向上、法
定検査受検率の向上、不適正率の減少を挙げていた。
　最後に、検査実施上の問題をテーマにして意見交換
が行われ、他の検査機関が抱える課題等についても情
報共有することができ、大変有益な場となった。

　平成31年 1 月16日㈬10時から「神山町きれいな水づ
くり推進協議会」の会議が開催された。
　会議には、協議会会員である、㈲井内清掃、㈲マル
シンクリーン、㈱アズマ四国からそれぞれの代表者と、
神山町住民課の担当者及環境技術センターから吉村会
長及び協議会事務局担当職員が出席した。
　まず井内協議会会長が開会挨拶をし、議事に入った。
第 1号議案　「浄化槽の清掃に係る課題について」で
は、神山町の汚泥処理を受け持っている、「阿北環境整
備組合」からの、屎尿処分手数料の改定についての通
知の内容につき事務局が説明した。
　この議案については、出席者で議論を重ねたが結論
には至らず、継続して協議することとなった。
第 2号議案　今年10月に予定されている消費税率の引
き上げについて、今後の加入者への説明や対応方針に
ついて議論を行うとともに、 5月 1日の新元号への対
応についても協議を行った。
　その結果、来るべき消費税率の引き上げと、改元に

　平成31年 3 月22日㈮14時から「那賀町浄化槽らくら
くあんしん協議会」の10月に改定される消費税の対応

についての打ち合わせ会議が、阿南市文化会館（夢ホー
ル）工芸室にて開催された。
　会議には、協議会会員である、㈲森清浄社、㈲田中
清掃、㈱アズマ四国のそれぞれの代表者及び担当者と、
事務局である環境技術センターから吉村会長と事務局
職員が出席した。
　まず協議会会長である森会長の開会挨拶ののち議事
に入った。
　議案である「消費税増税時の対応について」は、今
年10月に予定されている消費税率の引き上げについて、
今後の加入者への説明や対応方針について議論を行っ
た。
　その結果、来るべき消費税率の引き上げについての
対応は、今後協議会で十分な準備を整えた上で対処す
ることとなった。
　最後に本年度総会の開催日を 6月21日㈮に決定した
のち、散会した。
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六右衛門まつり
～出会い・ふれあい・助け合い～

第25回

　平成31年 4 月 7 日、津田海岸町みどり公園で第25回
六右衛門まつりが開催された。六右衛門まつりは津田
コミュニティ協議会の主催で開催されており、今年は
25回目という節目の年であったことから、記念式典や
もち投げ等の行事が開催され、序盤からたくさんの人
が来場し、例年以上の盛り上がりをみせた。
　また、まつり広場では地元の企業や飲食店、PTAに
よる飲食ブースのほか、ガールスカウト・ボーイスカ
ウトによるチャレンジコーナー、東消防署の防災訓練
コーナーなどの体験コーナーも多く出展されており、
各所で賑わいを見せていた。当センターは、今年も「金
魚すくい」を出店し、例年を上回る300人以上の人に訪
れていただき、大盛況であった。特に小学生の子供た
ちを中心に人気となり、複数回する子も多くみられた。
金魚を持ち帰った子供たちの中には、金魚を飼うのは
初めて、という子もおり、これをきっかけに生き物の
大切さを理解することにつながればいいな、と感じた。
これからも、地域の方と接する機会を大切にし、地域
に貢献できる活動を広げていきたい。

～サステナビリティの実現に向けて～
　徳島県上勝町は、葉っぱビジネスで成功を収めた
「いろどり」で有名ですが、その他にも 34 分別にもの
ぼる廃棄物の徹底した分別回収や、上勝町のゴミをゼ
ロにすることを宣言した「ゼロ・ウェイスト宣言」を
日本で初めて公表するなど、環境問題に精力的に取り
組む自治体として世界的に注目を集めています。その
上勝町が、新たに花王株式会社と連携し、始めた取り
組みが、「リサイクリエーション」と呼ばれる試みです。
　これは、使い終えたものを再び資源に戻す「リサイ
クル」と、新たに価値を創造する「クリエーション」
を合わせることで、従来のような同じモノに戻すので
はなく、より楽しいモノ・よりよいモノを創り出す、
アップサイクルを目指すもので、花王株式会社は、循
環型社会への新しいシステム・ライフスタイルの取り
組みの一つとして提案しています。
　今回、上勝町の事例では、洗剤やシャンプーなどの
使用済み詰替パックを回収し、再生樹脂に加工して提
供する活動を報告しています。町民全員が利用するご
みステーションに回収ボックスを設置、3年間で回収
した使用済み詰替パック総量の 350㎏を再生加工し
「おかえりブロック」と名付けたブロックを作成、上勝
小学校に寄贈しました。
　このような新しい試みの実現には、上勝町役場が後
援する特定非営利活動法人ゼロ・ウェイストアカデ
ミーが活動主体となっています。上勝町のゼロ・ウェ
イストの理念に基づいて 3R 活動を住民や行政と一緒
に推進し、環境に配慮できる人材育成、ゼロ・ウェイ
ストな商品開発、活動推進のための調査・研究、も行っ
ています。そしてさらに、一緒に取り組む仲間を世界
中につくることを推進するなど、精力的な活動には目
を見張るばかりで、さらなる展開に期待するところで
すね。 by koizumi

水　質　計　量　便　り

事務局だより
 法定検査のお知らせ 

　次の日程で法定検査を実施します。

○11条検査

日程：令和元年５月13日～６月14日
地区：鳴門市・小松島市・阿南市・吉野川市・
　　　阿波市・松茂町・板野町

○７条検査

日程：令和元年５月13日～６月14日
地区：徳島市

○那賀町検査（らくらくあんしん協議会）

日程：令和元年５月13日～６月14日
地区：那賀町全域

○神山町検査（神山町きれいな水づくり協議会）

日程：令和元年５月13日～６月14日
地区：神山町全域

ついての対応は、今後協議会で十分な準備を整えた上
で対処することとなった。
　以上、予定していた議事は終了したが、今回継続協
議となった事案については、今後も引き続き、協議を
行う事となった。

⑷ 令和元年 5月 15 日 み ど り 第 469 号



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 100
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 100
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 100
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [400 400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


